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市
政
の
動
き

　  

12
月
定
例
報
告

市
長
総
括
説
明
から

　

11
月
29
日
、
平
成
25
年
第
6
回

市
議
会
定
例
会
が
開
会
し
ま
し
た
。

　

市
長
は
、
水
害
サ
ミ
ッ
ト
実
行

委
員
会
の
幹
事
と
し
て
行
っ
た
地

方
交
付
税
措
置
の
要
望
や
国
道

4
2
6
号
豊
岡
バ
イ
パ
ス
開
通
に

つ
い
て
述
べ
た
後
、
当
面
す
る
市

政
の
諸
課
題
な
ら
び
に
提
出
議
案

の
主
な
も
の
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
安
全
に
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち

○
兵
庫
衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

設
備
の
更
新

　

耐
用
年
数
を
過
ぎ
た
兵
庫
衛
星

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ア
ナ
ロ
グ

設
備
一
式
を
県
内
一
斉
に
デ
ジ
タ

ル
化
し
て
更
新
し
ま
す
。

　

本
市
は
、
J
ア
ラ
ー
ト
と
そ
れ

に
連
動
す
る
防
災
行
政
無
線
に
加

え
、
衛
星
携
帯
電
話
で
本
庁
・
支

所
間
の
通
話
が
可
能
な
た
め
、
同

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
本
庁
と
消
防
本

部
設
置
分
の
み
更
新
し
ま
す
。

○
第
2
あ
す
な
ろ
苑
の
利
活
用

事
業
者
候
補
の
選
定

　

第
2
あ
す
な
ろ
苑
は
、
来
年
3

月
31
日
を
期
限
と
し
て
市
に
返
還

さ
れ
ま
す
。
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
施
設
の
運
営
事
業
者
を
公
募
し
、

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
セ
ル
フ

サ
ポ
ー
ト
い
ず
し
」を
候
補
と
し

て
決
定
し
ま
し
た
。
土
地
、
建
物

の
貸
付
料
は
無
償
で
、
事
業
開
始

は
来
年
5
月
の
予
定
で
す
。

○
ド
ク
タ
ー
カ
ー
運
行

動
静
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

ド
ク
タ
ー
カ
ー
が
、
早
期
に
救

急
車
と
ド
ッ
キ
ン
グ
し
て
、
よ
り

早
く
医
療
介
入
が
で
き
る
よ
う
、

消
防
本
部
指
令
室
か
ら
ド
ク
タ
ー

カ
ー
の
位
置
情
報
を
把
握
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
、
来
年
1
月
に
導
入

し
ま
す
。

■
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

○
北
但
ご
み
処
理
施
設
整
備
事
業

　

北
但
行
政
事
務
組
合
は
、
北
但

ご
み
処
理
施
設
整
備
・
運
営
事
業

者
の
タ
ク
マ
グ
ル
ー
プ
と
仮
契
約

し
ま
し
た
。

　

新
施
設
は
、
ご
み
焼
却
に
よ
る

熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
電
に
利
用
し

ま
す
。
予
想
発
電
量
は
一
般
家
庭

約
4
8
0
0
世
帯
分
の
消
費
電
力

に
相
当
し
、
山
宮
地
場
ソ
ー
ラ
ー

の
発
電
量
の
19
倍
に
相
当
し
ま
す
。

　

ま
た
、
進
入
道
路
・
敷
地
造
成

工
事
中
の
斜
面
崩
壊
対
策
が
必
要

な
こ
と
が
判
明
し
、
斜
面
崩
壊
対

策
や
軟
弱
土
の
土
質
改
良
等
の
工

事
を
追
加
し
ま
す
。

○
大
規
模
太
陽
光
発
電
事
業

　

10
月
に
、
第
2
期
山
宮
地
場
ソ

ー
ラ
ー
が
竣
工
し
、
第
1
期
分
と

合
わ
せ
て
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
と
し
て
発

電
し
て
い
ま
す
。
11
月
15
日
ま
で

の
第
1
・
2
期
の
合
計
発
電
量
は
、

想
定
量
の
1
1
2
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

年
間
想
定
量
を
上
回
って
い
ま
す
。

　

コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
地
場
ソ

ー
ラ
ー
は
、
包
括
的
施
設
リ
ー
ス

方
式
を
採
用
し
、
11
月
に
工
事
着

手
し
、
来
年
3
月
の
竣
工
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

竹
貫
区
旧
分
譲
宅
地
の
大
規
模

太
陽
光
発
電
事
業
は
、
有
利
な
売

電
価
格
で
の
事
業
展
開
を
図
る
た

め
、
年
度
内
に
設
備
認
定
等
の
申

請
を
行
う
必
要
か
ら
、
債
務
負
担

行
為
の
追
加
を
し
て
い
ま
す
。

　

国
か
ら
、
固
定
価
格
買
取
制
度

で
売
電
事
業
を
行
う
場
合
は
、
特

別
会
計
を
設
置
す
る
よ
う
に
と
の

通
知
が
あ
り
、
来
年
度
か
ら
特
別

会
計
を
設
置
し
ま
す
。

○
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
導
入

補
助
事
業
の
交
付
条
件
変
更

　

環
境
経
済
の
域
内
循
環
を
一
層

進
め
る
た
め
、
来
年
度
か
ら
、
補

助
対
象
を
市
内
事
業
者
の
施
工
に

限
定
し
ま
す
。
ま
た
、
補
助
単
価

を
見
直
し
、
基
本
単
価
を
1
キ
ロ

ワ
ッ
ト
当
た
り
3
万
円
、
市
内
産

パ
ネ
ル
の
施
工
に
1
万
円
の
上
乗

せ
を
行
い
ま
す
。

○
上
下
水
道
料
金
等
の消

費
税
転
嫁

　

来
年
4
月
か
ら
消
費
税
が
8
パ

ー
セ
ン
ト
に
な
る
た
め
、
増
税
分

を
上
下
水
道
料
金
等
に
転
嫁
し
ま

す
。
試
算
す
る
と
、
口
径
13
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
、
使
用
水
量
20
立
方
メ

ー
ト
ル
の
家
庭
で
は
、
水
道
料
金

が
73
円
増
額
、
下
水
道
使
用
料
が

83
円
増
額
と
な
り
ま
す
。

■
持
続
可
能
な「
力
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
高
め
る
ま
ち

○
外
国
人
観
光
客
の
誘
客
推
進

　

昨
年
の
城
崎
温
泉
の
外
国
人
宿

泊
者
は
4
7
3
2
人
で
前
年
の

4
倍
強
、
今
年
は
9
月
ま
で
で

6
2
1
8
人
に
伸
び
て
い
ま
す
。

国
内
旅
行
市
場
は
、
今
後
大
き
な

成
長
が
見
込
め
な
い
た
め
、
外
国

人
観
光
客
誘
客
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

11
月
4
日
か
ら
7
日
ま
で
、
ロ

ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
、
世
界
最

大
規
模
の
国
際
旅
行
博
W
T
M

（W
ワ
ー
ル
ド

orld T

ト
ラ
ベ
ル

ravel M

マ
ー
ケ
ッ
ト

arket

）に

出
展
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

J 
R
で
行
け
る
城
崎
温
泉
を
中
心

と
し
た
但
馬
地
域
は
、
魅
力
的
な

オ
プ
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
2
月

に
京
都
を
訪
問
す
る
海
外
取
材
陣

に
、
豊
岡
ま
で
足
を
延
ば
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
13
日
に
、
フ
ラ
ン
ス
政
府

の
文
化
分
野
の
公
式
機
関
で
あ
る

ア
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
・
フ
ラ
ン
セ
東

京
で
、
主
に
在
日
フ
ラ
ン
ス
人
を

対
象
に「
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー

ン
ガ
イ
ド
と
共
に
日
本
を
発
見　

小
さ
な
世
界
都
市　

豊
岡
」と
題

し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

ま
す
。
豊
岡
の
紹
介
や
豊
岡
食
材

の
料
理
を
提
供
す
る
カ
ク
テ
ル
パ

ー
テ
ィ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法

　

市
内
の
水
稲
栽
培
農
家
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

結
果
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
の

認
知
度
は
約
75
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

取
り
組
む
生
産
者
も
増
え
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
早
期
湛
水
等
に
よ
る

近
隣
圃
場
へ
の
迷
惑
、
雑
草
の
抑

制
対
策
の
手
間
に
よ
り
、
取
り
組

ま
な
い
生
産
者
も
多
く
い
ま
す
。

　

今
後
、
集
落
単
位
で
の
取
組
み

を
促
し
、
雑
草
対
策
な
ど
の
省
力

化
を
図
る
技
術
革
新
の
導
入
を
検

討
し
、
普
及
拡
大
に
努
め
ま
す
。
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で
、
市
内
事
業
者
の
環
境
経
済
事

業
へ
の
参
入
を
促
進
し
ま
す
。

○
宅
地
事
業
特
別
会
計
の
運
営

　

宅
地
事
業
特
別
会
計
で
販
売
を

行
っ
て
い
る
分
譲
地
は
、
竹
野
町

御お
ん

又ま
た

、
出
石
町
中
川
、
但
東
町
小お

谷だ
に

・
相あ
い

田だ

土は

生ぶ

ヶが

丘お
か

の
4
区
が
あ

り
、
17
区
画
が
売
れ
残
っ
て
い
ま

す
。
販
売
価
格
が
時
価
よ
り
高
め

な
た
め
、
値
下
げ
し
て
販
売
を
促

進
し
ま
す
。
売
却
損
は
一
般
会
計

か
ら
補
填
し
ま
す
。

○
コ
ウ
ノ
ト
リ
但
馬
空
港
か
ら
の

東
京
直
行
便
の
取
組
み

　

小
型
機
も
離
発
着
で
き
る
羽
田

空
港
政
策
コ
ン
テ
ス
ト
枠
に
は
、

運
行
す
る
航
空
会
社
が
見
つ
か
ら

ず
応
募
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
2

年
後
の
再
募
集
に
狙
い
を
定
め
、

「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ナ
ナ
マ
ル

70
」の
取
組
み
を
強

化
し
、
県
な
ど
と
連
携
し
て
運
航

会
社
と
の
協
議
を
継
続
し
ま
す
。

○
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
株
式
会
社

の
運
行
会
社
募
集

　

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
株
式
会
社

は
、
毎
年
赤
字
額
が
増
加
し
て
い

る
状
況
か
ら
脱
却
す
る
た
め
、
運

行
会
社
と
な
る
民
間
事
業
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
1
月
下
旬
に
は

運
行
会
社
を
決
定
し
、
来
年
度
中

に
運
営
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

○
全
但
バ
ス
神
鍋
線
の

上
限
2
0
0
円
バ
ス
社
会
実
験

　

第
2
期
社
会
実
験
の
10
月
末
の

延
べ
利
用
者
数
は
、
昨
年
同
期

と
比
較
す
る
と
23
ポ
イ
ン
ト
増

で
、
8
月
は
単
月
目
標
に
対
し

1
0
0
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
を
記
録

し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
目
標
利
用
人
員
に
対

す
る
達
成
率
は
88
・
7
パ
ー
セ
ン

ト
で
す
。地
元
は
、「
地
域
が
」「
地

域
の
た
め
に
」「
地
域
の
発
想
で
」

と
乗
車
運
動
を
再
加
速
さ
れ
て
お

り
、
地
元
、
運
行
事
業
者
、
市
が

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

○
但
東
町
合
橋
地
区
に
お
け
る

チ
ク
タ
ク
の
運
行

　
「
チ
ク
タ
ク
」は
、
市
が
地
元
運

営
協
議
会
に
委
託
し
て
運
行
す
る
、

地
域
主
体
の
公
共
交
通
で
す
。

　

12
月
2
日
に「
チ
ク
タ
ク
合
橋
」

の
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

■
未
来
を
拓
く
人
を
育
む
ま
ち

○
森
本
中
学
校
の
統
合

　

森
本
中
学
校
統
合
の
要
望
書
を

受
け
、
9
月
に「
豊
岡
市
立
森
本

中
学
校
統
合
検
討
委
員
会
」を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　

現
在
、
統
合
先
候
補
を「
竹
野

中
学
校
」と「
豊
岡
北
中
学
校
」の

2
校
に
絞
り
、
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
中
に
統
合
先
と
統
合
年
月

日
を
決
定
す
る
予
定
で
、
協
議
、

調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
市
政
の
運
営

○
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入　

　

地
域
の
維
持
・
活
性
化
を
図

る
た
め
、
総
務
省
の
制
度
の「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」を
、
来
年
度
、

竹
野
浜
自
治
会
に
導
入
し
ま
す
。

協
力
隊
は
、
地
域
活
動
や
地
域
課

題
の
解
決
の
支
援
を
行
い
な
が
ら
、

隊
員
自
ら
の
定
住
に
向
け
た
活
動

を
行
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
当
該
事
業
の
効
果
や

活
動
の
有
効
性
を
検
証
し
、
他
地

域
へ
の
導
入
を
検
討
し
ま
す
。

○
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
へ
の

職
員
派
遣

　

来
年
4
月
に
、
県
立
コ
ウ
ノ
ト

リ
の
郷
公
園
内
に「
兵
庫
県
立
大

学
大
学
院
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
研
究
科
」が
開
設
さ
れ
ま
す
。

　

専
門
的
な
知
識
と
能
力
を
有
す

る
職
員
を
育
成
し
、
公
務
の
能
率

的
運
営
に
資
す
る
た
め
、
市
職
員

を
原
則
年
1
人
派
遣
し
ま
す
。
派

遣
期
間
は
2
年
間
で
、
授
業
料
な

ど
の
派
遣
経
費
は
市
が
負
担
し
ま

す
。

○
使
用
料
・
手
数
料
等
の
見
直
し

　

使
用
料
2
3
6
項
目
、
手
数
料

90
項
目
、
雑
収
入
3
1
9
項
目
、

合
計
6
4
5
項
目
の
見
直
し
作
業

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
消

防
証
明
5
項
目
に
つ
い
て
、
来
年

度
か
ら
現
行
2
0
0
円
を
3
0
0

円
に
改
定
し
ま
す
。

○
消
費
税
率
引
上
げ
に
よ
る

市
財
政
へ
の
影
響

　

地
方
自
治
体
の
負
担
増
分
は
地

方
交
付
税
と
地
方
消
費
税
交
付
金

な
ど
で
措
置
さ
れ
る
も
の
と
見
込

ま
れ
、
市
の
財
政
収
支
に
大
き
な

影
響
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
に
つ

い
て
は
、
消
費
税
は
生
じ
ま
せ
ん
。

○
事
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新　

　

来
年
4
月
9
日
で
、
パ
ソ
コ

ン
基
本
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
のW

ウ
ィ
ン
ド

ind 
o

ー

ズ

w
sX エ

ッ
ク
ス
ピ
ー

P

と
ビ
ジ
ネ
ス
用
ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
のo

オ
フ
ィ
ス

ffice

2
0
0
3
の
サ

ポ
ー
ト
が
終
了
し
ま
す
。
市
職
員

の
事
務
用
パ
ソ
コ
ン
に
も
、
こ
れ

ら
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
搭
載
し
た

も
の
が
あ
る
た
め
、
新
し
い
パ
ソ

コ
ン
へ
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

○
新
庁
舎
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

　

現
在
、
新
庁
舎
の
外
構
工
事
を

実
施
中
で
す
。
来
春
に
は
全
て
の

工
事
が
完
成
し
ま
す
の
で
、
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
の
お
祝
い
を
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

式
典
は
、
菓
子
祭
前
日
祭
が
催

さ
れ
る
来
年
4
月
19
日
に
、
新
庁

舎
前
の
芝
生
広
場
を
会
場
と
し
て

開
催
し
ま
す
。

○
旧
市
役
所
南
庁
舎
別
館
の

地
盤
改
良
工
事

　

旧
南
庁
舎
別
館
は
、
来
年
4
月

か
ら
お
菓
子
を
中
心
テ
ー
マ
と
し

た
交
流
施
設
と
す
る
た
め
、
改
修

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
耐
震
診

断
の
地
盤
調
査
の
結
果
を
受
け
、

建
物
改
修
工
事
と
併
せ
て
地
盤
改

良
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
企
業
誘
致
優
遇
措
置
の
拡
充

　

企
業
誘
致
は
、
新
規
立
地
以
外

に
既
存
企
業
の
増
設
も
推
進
し
て

い
ま
す
。
企
業
の
機
械
設
備
へ
の

投
資
と
雇
用
の
拡
大
促
進
の
た
め
、

常
用
従
業
員
を
1
人
以
上
新
規
雇

用
し
、
5
千
万
円
以
上
の
償
却
資

産
を
取
得
し
た
場
合
に
、
初
年
度

固
定
資
産
税
の
う
ち
、
償
却
資
産

賦
課
相
当
額
を
、
奨
励
金
と
し
て

交
付
す
る
制
度
を
新
設
し
ま
す
。

○
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
2
0
1
3

　
　

へ
の
出
展

　

環
境
経
済
事
業
認
定
を
受
け
た

事
業
者
の
取
引
先
拡
大
の
た
め
、

日
本
最
大
級
の
環
境
展
示
会
で
あ

る
エ
コ
プ
ロ
ダ
ク
ツ
に
、
株
式
会

社
カ
ネ
カ
と
共
同
出
展
し
ま
す
。

豊
岡
市
ブ
ー
ス
で
市
内
企
業
6
社

の
環
境
経
済
事
業
の
展
示
と
説
明

を
行
い
、
取
引
先
拡
大
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
成
功
事
例
を
作
る
こ
と


